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商標 

 IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Rational および Rational Team Concert は、世
界の多くの国で登録された International Business Machines Corporation の
商標です。他の製品名およびサービス名等は、それぞれ IBM または各社の
商標である場合があります。現時点での IBM の商標リストについては、
www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。 

 Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Oracle やその関連会社
の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

 この資料は、事前に IBM の書面による許可を得ずにその一部または全部を
複製することは禁じられています。 

 

 

 http://www.ibm.com/ibm/us/en/ を参照してください。 

 

IBM® について 
 

http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml
http://www.ibm.com/ibm/us/en/
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アジェンダ 
 

  インストール 
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– Apache Cordova 

 テスト 
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  デプロイメント 



© Copyright International Business Machines Corporation 2011, 2014. All rights reserved. 4 

インストール 
 

詳細な説明については、                                               

『Android 開発環境のセットアップ』                         

トレーニング・モジュールを参照してください。 
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Android 開発 
 

 IBM Worklight® を使用して開発する Android アプリケーションは、以下のコンポーネ
ントで構成されます。 

– IBM Worklight によって提供され、WebView コンポーネントのインスタンスをホス
トする、Java™ メイン・クラス。 

– デバイスのさまざまなフィーチャーおよび機能にアクセスできるようにする、一式
の Java ライブラリーと JavaScript™ ライブラリー。 

– 開発者によって提供される Web アプリケーション・コード。これは HTML、CSS
、および JavaScript で記述され、メイン・クラス内にホストされるブラウザーの 1 
つ以上のインスタンスで実行されます。 

– 単一の Android プロジェクトにパッケージされた、開発者が提供する Web コード
を含むすべてのアプリケーション・コンポーネント。 

 IBM Worklight では、Android OS バージョン 2.3.3 および 4.x が稼働する Android デ
バイスがサポートされます。 

 ソース制御管理システム (Rational Team Concert™、Git、または Subversion など) を
使用する場合、「IBM Worklight ユーザー文書」
(http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/dev
ref/r_integrating_with_source_contro.html) でソース・コードのコミット手順を参照し
てください。 

 

http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
http://pic.dhe.ibm.com/infocenter/wrklight/v6r1m0/topic/com.ibm.worklight.dev.doc/devref/r_integrating_with_source_contro.html
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Android 開発 – 続き  

 アプリケーションの開発時には、常に Google の「Design」Web サ
イトおよび「Develop」Web サイトを参照すると役立ちます。 

– Design: http://developer.android.com/design/index.html   

– Develop: http://developer.android.com/develop/index.html  

http://developer.android.com/design/index.html
http://developer.android.com/develop/index.html
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さまざまな解像度向けの開発 
 

 Android デバイスに応じて、画面解像度は異なります。 

– HTC Hero: 320 x 480 

– Nexus One: 480 x 800 

– Samsung Galaxy S4: 1080 x 1920 

– Google Nexus 4: 1280 x 768 

 グラフィカル・エレメントをより幅広い画面で表示すると、Android 

はイメージおよびフォントを自動的に適切な率に拡大します。 

 例えば、480 ピクセル幅の画面では、100 ピクセル幅のイメージは 

480/320 (= 1.5) 倍に拡大されて 150 ピクセル幅になり、18 ピクセル
・フォントで表示されるテキストは 24 ピクセル・フォントで表示さ
れます。 
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さまざまな解像度向けの開発 - 続き 

 デフォルトでは、Worklight Studio によって作成される 
AndroidManifest.xml ファイルは、アプリケーションで通常の画面のみ

がサポートされることを定義します。 

 

 

 

 

 タブレットや、より新しい Android デバイスをサポートするためには、他の

タイプの画面がアプリケーションでサポートされることを宣言する必要があ
ります。 

 そのような画面タイプおよびサイズ向けに適切にサイズ変更されたリソース 

(アイコン、イメージ、スタイル) を必ず追加してください。 

 複数の画面のサポートの詳細については、『Worklight スキンを使用した複
数のフォーム・ファクターのサポート』トレーニング・モジュールを参照し
てください。 

 複数の画面のサポートの詳細については、http://developer.android.com を参
照してください。 

http://developer.android.com/
http://developer.android.com/
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環境固有の API 
 オプション・メニュー 

 Android デバイスには、アプリケーションのオプ 

ション・メニューを表示するための専用のボタン
があります。 

 オプション・メニューには、デバイスのメニュー
・キーを押して、アクセスします。 

 表示時に、メニューには、最初の 6 個のメニュー
項目が保持されます。 

 6 個以上の項目がオプション・メニューに追加さ

れた場合、これらの追加項目には、オプション・
メニューにある「続き (More)」ボタンを押すとア
クセスできます。 

 オプション・メニューの開発の詳細については、
『共通 UI コントロール』トレーニング・モジュー
ルを参照してください。 
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環境固有の API – 続き 
 タブ・バー 

 タブ・バーのナビゲーションは、最近のユー 
ザー・インターフェースの基本的で最も一般的
な動作原理の 1 つです。 

 Android のタブ・バーは、HTML、CSS、および 

JavaScript を使用してエミュレートされます。

このため、タブ・バーは柔軟でカスタマイズし
やすいものになっています。 

 各タブには独自のアイコンを設定することがで
き、タブから JavaScript 関数を呼び出すことが
できます。 

 Android タブ・バーは、IBM Worklight 

JavaScript API を使用して生成されます。 

 タブ・バーの開発の詳細については、『共通 UI 

コントロール』トレーニング・モジュールを参
照してください。 
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環境固有の API – 続き  

 注: AndroidManifest.xml ファイル内の targetSdkVersion 値を変更する

ことにより、アプリケーション・インターフェースで表示されるネイティブ UI 

エレメント (ダイアログ、ボタン、スピン・ボタン、ディスプレイ解像度など) 

のルック・アンド・フィールを制御することができます。 

 デフォルトでは、IBM Worklight アプリケーションは MinSdkVersion=“9” 

(Android 2.3.3) および targetSdkVersion=value を使用して生成されます。
ここで 「value」 は、開発者が Android SDK Manager を使用してインストー

ルする最新バージョンです。 

 これは、インストール済みの Android OS バージョンに最適な UI エレメントを
デバイスが使用することを意味します。 

 例えば、Android 2.x および Android 4.x では、オプション・メニュー・フィー
チャーのルック・アンド・フィールは異なります。 
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環境固有のイメージ 
Android アイコン・サイズ 

 Android UI 開発ガイドラインによると、オプション・メニューおよび
タブ・バーでは以下のアイコン・サイズを使用する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 詳しくは、
http://developer.android.com/guide/practices/screens_support.html を
参照してください。 

http://developer.android.com/guide/practices/screens_support.html
http://developer.android.com/guide/practices/screens_support.html
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環境固有のイメージ – 続き  
オプション・メニュー 

 前のスライドで説明したように、Android デバイスによって解像度が異
なるため、デバイスはさまざまなサイズのアイコンを必要とします。  

 オプション・メニュー・フィーチャーをアプリケーションに実装する
場合は、さまざまなアイコンを次の場所にある適切な描画可能フォル
ダーに置く必要があります。your-project-name¥apps¥your-

app-name¥android¥nativeResources¥res¥drawable-* 

– * 画面密度 (LDPI、MDPI、HDPI、XDPI、XXDPI) を示します。 

 その後、IBM Worklight ビルダーは、生成されたプロジェクトのネイ 
ティブ・フォルダーにこれらのイメージをコピーします。 
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Apache Cordova 
 

 Android アプリケーションで Apache Cordova フレームワークを使用
して、デバイスのネイティブ・エレメント (連絡先、位置情報サービ
ス、メディア・サービス、加速度センサーなど) にアクセスすること
ができます。 

 Apache Cordova による開発の詳細については、『Apache Cordova 

概説』トレーニング・モジュールを参照してください。 
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アプリケーションのデバッグ 
 

フェーズ 1: ブラウザーでのテスト 

 Android アプリケーション・リソースは、Mobile Browser Simulator 

でプレビューするため、Firebug や開発者ツールバーなどのブラウ
ザーの機能を使用してデバッグすることができます。 
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アプリケーションのデバッグ - 続き 

 アプリケーションを Android エミュレーター
でプレビューします。 

 実際の操作感に近い環境でアプリケーション
を確認します。 

 Android シミュレーターを使用してアプリケー
ションをデバッグするには、Eclipse ADT 

LogCat ビューを使用します。 

 

フェーズ 2: Android エミュレーターでのテスト 
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アプリケーションのデバッグ - 続き 

 Android モバイル・デバイスが開発ワークステー
ションに接続されている場合、Eclipse から直接 

Android デバイスにアプリケーションをデプロイ
できます。 

 LogCat を使用して、デバイスでの実行時にアプ
リケーションをデバッグすることができます。 

 注: アプリケーションとサーバー間の通信を必要
に応じて確実に行うためには、Worklight Server 

が接続されている同じ WiFi ネットワークにデバ
イスが接続されている必要もあります。 

 

フェーズ 3: Android デバイスでのテスト 
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デプロイメント 
 
 
 Android アプリケーションは Google Play を使用してデプロイします。 

1. アプリケーションを送信用に準備します。 

2. アプリケーションを Google Play にアップロードする。 

3. アプリケーションを Google Play で管理する。 

 

developer.android.com/guide/publishing/publishing.htmlhttp:// 

http://developer.android.com/guide/publishing/publishing.html
http://developer.android.com/guide/publishing/publishing.html
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特記事項 

 これらの資料は、以下のご使用条件に同意していただける場合に限りご使用いただけます。 

 本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。 

 本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合があります。日本で利用可能
な製品、サービス、および機能については、日本 IBM の営業担当員にお尋ねください。 本書で IBM 製品、プログ
ラム、またはサービスに言及していても、その IBM 製品、プログラム、または サービスのみが使用可能であること
を意味するものではありません。 これらに代えて、IBM の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の 製
品、プログラム、またはサービスを使用することができます。 ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサ
ービスの 評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。 

 IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を保有している場合があります。 

本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実施権を許諾することを意味するものではありません。実施権
についてのお問い合わせは、書面にて下記宛先にお送りください。  

– 〒103-8510 

東京都中央区日本橋箱崎町19番21号 

日本アイ・ビー・エム株式会社 

法務・知的財産 

知的財産権ライセンス渉外  
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 本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のため記載しただけであり、決して
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ョン管理のために要求されるものです。加えて、匿名ユーザーの認識および管理のために持続的な Cookie が無
作為に生成される場合があります。これらの Cookie も個人情報を含まず、要求されるものです。 

 この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを使用してエンド・ユーザーから個人を特

定できる情報を収集する機能を提供する場合、お客様は、このような情報を収集するにあたって適用される法律、
ガイドライン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知や同意の要求も含まれますがそれ
らには限られません。このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、IBM の『
IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント』(http://www.ibm.com/privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェブ
・ビーコン、その他のテクノロジー』および『IBM Software Products and Software-as-a-Service Privacy 

Statement』(http://www.ibm.com/software/info/product-privacy) を参照してください。 
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サポートおよびコメント 

 IBM Worklight の一連の文書、トレーニング資料、および質問をポストできるオンライン・フォーラムはすべて、次の IBM Web サイトか
らご覧になれます。 

– http://www.ibm.com/mobile-docs 

 サポート 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポート (ソフトウェア・メンテナンスと呼ばれる場合もあります) は、パスポート・アドバン
テージおよびパスポート・アドバンテージ・エクスプレスから購入されたライセンスに含まれています。International Passport 
Advantage Agreement および IBM International Passport Advantage Express Agreement の追加情報については、次のパスポート・ア
ドバンテージ Web サイトを参照してください。 

• http://www.ibm.com/software/passportadvantage 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポートが有効になっている場合、IBM は、インストールおよび使用法 (ハウツー) に関する短
期間の FAQ に対するサポートや、コード関連の質問に対するサポートを提供します。詳しくは、次の IBM ソフトウェア・サポート
・ハンドブックを参照してください。 

• http://www.ibm.com/support/handbook 

 ご意見 

– 本資料に関するご意見をお寄せください。本資料の具体的な誤りや欠落、正確性、編成、題材、または完成度に関するご意見をお寄
せください。 お寄せいただくご意見は、本マニュアルまたは製品の情報、およびその情報の提示方法に関するもののみとしてくださ
い。 

– 製品の技術的な質問および情報、および価格については、担当の IBM 営業所、IBM ビジネス・パートナー、または認定リマーケター
にお問い合わせください。 

– IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは
配布することができるものとします。IBM またはいかなる組織も、お客様から提示された問題についてご連絡を差し上げる場合にの
み、お客様が提供する個人情報を使用するものとします。 

– どうぞよろしくお願いいたします。 

– 次の IBM Worklight Developer Edition サポート・コミュニティーにご意見をお寄せください。 

• https://www.ibm.com/developerworks/mobile/worklight/connect.html 

– IBM からの回答を希望される場合は、以下の情報をご連絡ください。 

• 氏名 

• 住所 

• 企業または組織 

• 電話番号 

• E メール・アドレス 
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ありがとうございました 
 


